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成熟雄ハムスターを三群に分け，一群は無処置で，他の一群は 3H -thymidine ( 3 H -TdR) 1.2 mCi 
を 1 回腹腔内注射したのち 2 ， 4 ， 53 時間後に，残りの群は 3 H - TdR 1. 2mCi を 3 時間置きに 3 回












500nm の分泌頼粒と径 200nm の小胞を核上部にもつ。胃小高を上行するにつれて小胞は減少し消失す
る。一方，分泌頼粒は著しく増加する。分泌物が峡部では酸性，胃小高より上で、中性を保つのはこの小
胞の有無によると推測される。胃腺の最上部に位置し 3H -TdR でラベノレされる細胞は，長い微繊毛と
管腔の狭い細胞内分泌細管をもっ未熟芳細胞である口細胞質は遊離リボゾームに富み，極めて未熟な様
相を呈している。未熟芳細胞の聞か，それより下の腺頚部には電子密度の低いやや大きい(径 1 ， 200nm)
頼粒を有する副細胞が存在し 3H ← TdR 投与 2 時間後にラベルされる。
2. 表層粘液細胞
未熟表層粘液細胞は胃小寓の壁を上行し，胃の自由表面に近づくにつれて核は次第に pyknotic にな
り，核上部はぎっしりつまった厚い分泌頼粒の層で占められる。頂上部に達した細胞は変性し，細胞全
体が消化管腔に剥脱する。一種のホロクリン分泌と考えることができる。
3. 腺中部から下部にかけて存在する細胞
この領域は芳細胞と主細胞および少数の内分泌細胞からなる。この位置の芳細胞は細胞体が大きく，
細胞内分泌細管がよく発達し，細胞質内には細胞内滑面小管系がよく発達している。乙の部域の芳細胞
には分裂能は全くない。主細胞は細胞の基底側及び側面に著しくよく発達した組面小胞体を有し，蛋白
性の分泌物を合成する細胞の特徴をもっ。主細胞の中には分裂能をもつものがある。副細胞は腺深部iζ
移動するに伴って成熟し，主細胞に移行すると考えられる。
4. 細胞の生理的な死について
ハムスター胃上皮細胞の生理的な死は三つの部分でお乙る。第一は表層粘液細胞のホロクリン様分泌
による胃表面よりの離脱，第二は腺底部における主細胞，芳細胞の死，第三は胃小高の底部における未
熟表層粘液細胞と未熟芳細胞の死である。第三の場合 未熟な細胞は過剰生産され そのうちかなり多
くのものがその場で主に未熟表層粘液細胞により貧食処理される。ラベルされた細胞が他の細胞の
phagosome の中にとり乙まれている。
5. 平滑筋細胞の存在について
粘膜固有層には粘膜筋板から胃表面の直下にかけて胃腺に平行に走る平滑筋細胞の束が存在する。平
滑筋細胞の収縮と弛緩は表層粘液細胞の峡部から表層部への移動や，腺細胞の分泌活動に何らかの役割
を演ずるものと推測される。
(総括)
胃上皮細胞の更新は主として峡部から頚部における細胞分裂によるが，増殖細胞のほとんどは未熟な
がらすでに表層粘液細胞 芳細胞，副細胞の徴細構造的特徴をそなえており いずれの細胞にも分化し
得る幹細胞は成熟ハムスターにはほとんど存在しない。腺中部から底部にかけて存在する成熟主細胞と
内分泌細胞は分裂能を有する。内分泌細胞を除く各細胞は誕生の場から一定方向に移動しながら成熟す
る。細胞の生理的な死は胃表面，腺峡部，腺底部の三箇所でお乙る。固有層には腺上皮と平行に走る平
滑筋細胞があり，細胞の移動，分泌に関与すると考えられる。
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論文の審査結果の要旨
本論文は胃の細胞増殖帯(峡部)において DNA合成能をもっ細胞の殆んどが，微細構造上，表層粘液
細胞，芳細胞，頚部粘液細胞の特色をわずかながらもっていること，胃表面頂部で交代のため変性に陥
り始めている細胞の下にはとくに腰原線維網がよく発達していること 峡部において増殖した細胞のう
ち，いくつかはその場で死滅すること，胃腺の底部では成熟しきった芳細胞や主細胞が死滅する乙とを
明らかにし，また粘膜固有層の中を粘膜筋板より垂直に，頂部にむけて走る平滑筋が存在し，細胞の移
動と腺の分泌に関与している可能性を推測したものである。充分に学位を受けるに値するものと認める。
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